
平成２３年１２月教育委員会会議の要旨

議 案

議案第１号『山口県文化財保護審議会委員の任命について』

【概要】

山口県文化財保護審議会条例（昭和５０年山口県条例第３９号）第２条第２項の規

定により、山口県文化財保護審議会の委員を以下のとおり任命するよう、審議し、承

認された。

任期  平成２４年２月１日～平成２６年１月３１日

役職 氏　　　名 勤　務　先　等 担　当　分　野 任命

委員 藤田　盟児 広島国際大学工学部教授 建造物（社寺等） 再任

委員 日向　　進 京都工芸繊維大学教授 建造物（町屋等） 再任

委員 中川　明子
徳山工業高等専門学校
土木建築工学科准教授

建造物（近代） 新任

委員 井手誠之輔 九州大学人文科学研究院教授 絵画 再任

委員 副島　弘道 大正大学文学部教授 彫刻・工芸品 再任

委員 秋山　伸隆 県立広島大学人間文化学部教授 古文書・歴史資料・史跡（中世） 再任

委員 田中　誠二 山口大学人文学部教授 古文書・歴史資料・史跡（近世） 再任

委員 木下　尚子 熊本大学文学部教授 考古資料・史跡 再任

委員 湯川　洋司 山口大学人文学部教授 有形民俗文化財・無形民俗文化財 再任

委員 多々良美春
日本庭園学会会員
日本造園学会会員

名勝 再任

委員 阿部　弘和 元山口大学教育学部教授 天然記念物（動物） 再任

委員 奥田　敏統
広島大学大学院総合科学研究科教
授

天然記念物（植物） 再任

委員 今岡　照喜
山口大学理学部
地球圏システム科学科教授

天然記念物（地質鉱物） 再任

委員 中尾　里子 萩市文化財保護審議会委員 一般 再任

委員 安野　早己 山口県立大学国際文化学部教授 一般 再任

委員 梅田　幸子 元下松市教育委員 一般 再任

山口県文化財保護審議会委員（案）　



報 告 事 項

◆『山口県社会教育委員の会議の提言』について報告された。

【概要】









【 質 疑 】

） 、 。質問 社会教育委員の会議の提言を受けて 県教委としてどのような取組を行うのか

回答） 平成２２年度からの社会教育委員の会議の議論をもとに、本提言の提出に先行し

て、学校・家庭・地域が連携して、子どもたちの育ちを地域ぐるみで支援する仕組

みである地域教育ネットを市町教委と連携し、推進している。今後も、本提言の内

容を実現できるよう、本提言書を市町教育委員会や小・中・高等学校をはじめ、関

係機関、団体等に配布し、連携をさらに推進するための資料として活用したい。

質問） 予算にはどのように反映させるのか。

回答） 例えば、コミュニティ・スクールにかかわるコーディネーター研修会予算につ

いては、平成２４年度の予算要求ベースでほぼ倍増を要求している。



◆『山口県スポーツ推進条例（素案）及び山口県スポーツ戦略プラン（素案）』について報告さ

れた。

【概要】







【 質 疑 】

質問） スポーツ戦略プランの策定により、子どもの体力の向上及び学校体育等の充実

における施策はどのように拡充するのか。

回答） 例えば、子どもたちが大人と一緒に参画できるよう各中学校区単位で一つずつを

目安に地域の総合型スポーツクラブを育成することにより、地域での子どもの体力

の向上を行う取組を検討している。

【主 な 意 見】

○ 子どもの成長過程にある身体には、過度の運動により怪我をすることがあるため、

を起きないよう、スポーツ医・科学の活用として、スポーツ医・科学を専攻している

医師の方々と連携をしてほしい。

協 議 事 項

◆『県立高校再編整備計画（平成２４年度～平成２６年度計画（案））』について協議された。

【概要】

平成２４年度～平成２６年度計画（案）

本計画は、各学科の再編整備の方向性を踏まえた特色ある学校づくりの推進、これま

での各高校への入学者数の状況及び今後の入学者数の見込み、さらに、中学校卒業者数

の減少状況などの観点から、各学校の再編整備等を検討し、策定しました。

なお、平成１７年に策定した「県立高校再編整備計画」については、本計画が最終の

実行計画となりますが、より質の高い高校教育の提供に向けて、引き続き県立高校の再

編整備に取り組みます。

１ 再編整備

（１）全日制課程

ア 再編統合



イ 分校化

（２）定時制課程

生徒の多様な学習ニーズに対応できるよう、昼間部と夜間部を併せもつ多部制の

定時制課程を置く高校の設置に向けた検討を進めます。

また、生徒の入学状況や交通の利便性等を勘案しながら、現在ある定時制課程の

統合を図るなど、適切な配置の検討を進め、より充実した教育活動の展開を図りま

す。

（３）通信制課程

より柔軟な教育システムの構築を図るため、現在ある通信制課程を多部制の定時

制課程を置く高校に併置する方向で検討を進めます。

２ 通学区域

生徒の多様な進路希望や能力・適性等に対応し、一人ひとりの個性を伸長させるた

め、特色ある学校づくりを進める中で、生徒が学校をより主体的に選択できるよう、

平成２７年度入学者選抜以降の早い時期に全日制普通科の通学区域を県下全域とする

方向で検討します。

３ 計画の進め方

計画の推進にあたっては、今後、小・中・高等学校の保護者など関係者の意見も（１）

聴きながら、具体的な学校づくりやその実施時期等について検討して、これに取り

組みます。

各年度の実施分については、中学生に早期に情報提供する必要があることから、（２）

原則として当該年度の募集定員の発表前に公表します。

その際、再編統合実施の時期、学科構成や、分校化の際の本校とする学校などに

ついて公表します。

定時制課程及び通信制課程の再編整備については、本計画期間内に具体的な計画（３）

を示します。

【 質 疑 】

質問） 再編統合を検討している下関中央工業高校と下関工業高校という工業系県立学

校が、なぜ下関市の近い場所に設置されているのか。

回答） 下関中央工業高校は下関市立の学校が、下関工業高校は県立の学校がそれぞれ前



身であり、戦後、両校が統合したのち、さらに県立の学校として２校に分かれ、現

在の設置状況にある。また、教育内容も下関中央工業高校と下関工業高校では工業

系学科でも異なることから、それぞれ役割分担をし、現在に至っている。

質問） 通学区域が全県下に拡大されることにより、生徒が様々な地域の学校を選択で

きるため、例えば生徒が特定の学校に集中するなどの生徒の入学状況の予測はし

ているか。

回答） 通学区域を県下全域にするねらいは、生徒がより主体的に学校を選択できるよう

にするということである。現在ある７学区には、核になる学校が地域ごとにあるた

め、いずれか１つの学校に生徒が集中するようなことはないと考えている。

【主 な 意 見】

○ 再編統合を行う際は、子どもたちにとってより良い教育を提供していくというメリ

ットをしっかりと考えてほしい。

○ 定時制・通信制課程の再編については、過去の役割と異なった役割も現在はあるの

で、今のニーズを踏まえて考えてほしい。

○ 再編統合は、入学者の状況等から検討していると思うが、小規模の学校には生徒一

人ひとりに目が行き届くというメリットもあると思うので、そのようなことを勘案し

た再編統合も考えてほしい。



意 見 交 換

◆『高等学校等における特別支援教育の充実に向けて』

【概要】







【 質 疑 】

質問） 障害のある生徒がどのくらいの割合で高等学校に在学しているのか。

） 、 ． 。回答 高等学校に在学している生徒は 各学校の聞取りから０ ５％の割合であった

【主 な 意 見】

○ 発達障害のある生徒に対する高等学校での支援については、教員だけではなく生徒

にも障害についての意識啓発をする取組が必要ではないか。

○ 普通高校に進学後、精神疾患を発症した生徒に対しては、早期発見による適切な治

。 、 。療が必要である そのため 教員が精神疾患について理解しておくことが重要である

○ 障害の早期発見等には生徒自身の障害に対する自己管理、健康管理として、代表的

な症状などを知るセルフメディケーションを教えることが必要であり、セルフメディ

ケーションをどのように学校教育に取り入れるかが重要である。

○ 障害のある子どもの教育、支援の小・中・高等学校間の連携について、例えば保護

者会等の場で、保護者への周知も効果的ではないか。


